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医療者応援オリジナルカレンダーについて
日本WHO協会が最初に「医療者応援はがき」に取り組んだのは2020年でした。 新型コロナウイルス感染症のパンデミック (世界的大流行) によ
り、日本国内では、コロナ患者の治療の最前線にいる医療者に対する差別や偏見が生じていた時期でもありました。 子どもたちの気持ちが込め
られたハガキを医療機関に直接届けることにより、つらい思いをしている医療者への励みになることを期待しました。

医療機関に直接届けるとともに、多くの人の目に触れるようにハガキをもとにカレンダーを製作しました。 コロナ病棟や保健所の医師や看護師
さんから、「子どもたちのハガキを見るたびに気持ちがほっこりします」と大好評でした。

2023年5月に新型コロナウイルス感染症が5類感染症に移行したことをうけ、「応援はがき」の内容を新型コロナだけに特化するのではなく、広
く医療者と子どもたちをつなぐことにしました。病院やクリニックを受診したときに感じたことなどをイラストやメッセージにしてハガキを
送ってもらっています。

2025年度は、全国22都道府県の小学校、中学校、特別支援学校から664作品の応募をいただきました。いずれも魅力的な作品ばかりでした。自
分の⻭や目の病気のこと、祖⽗⺟の病気のこと、ドクターヘリや救急⾞のことなど、病気と健康とウェルビーイングをめぐる子どもたちの関⼼
を表現したハガキが送られてきました。医師、看護師、⻭科医師、薬剤師、獣医、救急隊員、ヘルパーさんなど、さまざまな形の医療との日常
的なかかわりが子どもたちの⼼に深く刻まれていることがよくわかりました。

応募いただいたハガキ作品から構成される2026年版カレンダーを作成しました。有料頒布になりますが、多くの方にご購入いただけると幸いで
す。売り上げの一部を、日本WHO協会が応援しているアジアやアフリカにおける⺟子健康⼿帳の普及活動などに寄付させていただきます。この
場をお借りして、「医療者応援はがき」プロジェクトに協賛・協力いただいた企業・団体の方々に厚く感謝申しあげます。

これからもさまざまな場を活⽤して、市⺠社会と保健医療現場をつなぐ架け橋として、日本WHO協会の活動の場を広げていきたいと思います。
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